
　五月晴れの青空に輝く鮮やかな緑色の麦穂。ここ六本木にあるメリープロジェクト（MERRY PROJECT）の事務
所屋上では、12種類の国内品種の麦が実りの季節を迎えています。
　11月24日付の紙面で種まきの様子をお伝えしたメリープロジェクトの麦がいま、冬の寒さを乗り越えてぎっしり
中身の詰まった穂を実らせています。冬の寒い時期に種をまいたり、「麦踏み」をしてわざと負荷をかけたり、と厳し
い環境を与えることで強く育っていく麦。そんな麦についてメリープロジェクト主催の水谷孝次さんは、「（夏に同
じ場所で育てていた）稲とはまた違う、環境の悪いなかで育つからこそのたくましさと美しさがある。マイナスがか
えってプラスになることなど、麦から教えられることも多い」と語ります。また、同プロジェクトのスタッフで麦の
世話をしてきた小堤直樹さんと斉藤渓さんのお二人は「暖かくなって穂が出てきた後の生命力に感動する」「見比
べると一つ一つの穂が違っていて愛おしくなる」など、麦と接するなかで感じている思いを話してくれました。
　冬の厳しい環境に鍛えられ、強く美しい穂をつけたこれらの麦。今月末にいよいよ収穫を迎えます。

冬の厳しさが生んだ強さと美しさ
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きょうのエコチェック
―2009年5月7日（木）

１　　きょう、何かcoR排出量の削減をこころがけた？

２　　きょう、何かオーガニックの食べ物を口にした？

３　　きょう、何か国産の間伐材製品を手にした？

４　　きょう、過剰包装のものは買わないよう心がけた？

５　　きょう、環境に負荷のかかる洗剤はつかわなかった？

　　 「はい」の合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　コ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

◎エコチェックできたら、この用紙をエコプラザの受付に
  お持ちください。エコポイントがもらえます。


